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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 当社は、最近の業績等を踏まえ、平成 19 年８月 10 日に公表しました平成 20 年３月期中間期（平
成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日）の連結業績予想と、平成 19 年５月 14 日に公表しました
平成 20 年３月期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）の通期連結および個別業績予想を
下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 
 
 

記 
 
                           
１．中間期業績予想の修正 
 
平成 20 年３月期中間期連結業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益  中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成 19 年８月 10 日 発表） 

15,700 △ 680 △ 400 △ 700 

今回修正予想（Ｂ） 15,228 △ 939 △ 603 △ 973 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 472 △ 259 △ 203 △ 273 

増減率 △ 3.0% － － － 

前期(平成 19 年３月期中間期)実績 24,562 2,786 2,986 1,617 

 

 
２．中間期業績予想修正の理由 

 
当社グループのアミューズメントコンテンツ事業におきまして、携帯電話ゲームはＮＴＴドコ

モの直感ゲームにいち早く参入でき順調に推移しておりますが、コンシューマゲームの不振によ
り厳しい状況となりました。 
この結果、中間期連結業績予想は、前回発表（平成 19 年８月 10 日）を下回る見込みとなりま

した。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
３．通期業績予想の修正 
 
平成 20 年３月期連結業績予想数値の修正   （平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益  当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成 19 年５月 14 日 発表） 

45,800 3,300 3,700 2,000 

今回修正予想（Ｂ） 42,400 1,570 1,960 570 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 3,400 △ 1,730 △ 1,740 △ 1,430 

増減率 △ 7.4% △ 52.4% △ 47.0% △ 71.5% 

前期（平成 19 年３月期）実績 47,180 4,373 4,932 228 

                      

                    
平成 20 年３月期個別業績予想数値の修正   （平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益  当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成 19 年５月 14 日 発表） 

  42,350 3,200 3,600 1,800 

今回修正予想（Ｂ）   39,500 1,890 2,380 680 

増減額（Ｂ－Ａ）  △ 2,850 △ 1,310 △ 1,220 △ 1,120 

増減率  △ 6.7% △ 40.9% △ 33.9% △ 62.2% 

前期（平成 19 年３月期）実績   44,131 4,468 5,070 770 

 
 
４．通期業績予想修正の理由 

 
当社が携わるパチンコ業界におきましては、顧客であるパチンコホールでは、営業面で大当り

確率の甘い遊技機の増設や、全国的に拡がりつつある１円パチンコの様な貸玉料の見直しにより
新たな遊技客を取り込もうという動きも見られ、ホール経営はますます多様化しております。 
 また、平成19 年６月から９月にかけて大量のパチスロ遊技機を新基準機へ入れ替える時期を迎
えたため、出店計画が抑えられ、例年に比べて同期間の新店件数は半減し、パチンコ遊技機の販
売も低調でありました。 
下期におきましては、制御システム事業において、グループ総合力を活かした開発の強化によ

り、当社ユニットの評価は高まりつつあり、パチンコ遊技機の発売が多く予定されております。
情報システム事業におきましては、今秋にリリースいたしました新ブランドＭＩＲＡＩＧＡＴＥ
が、パチンコホールの集客や店舗運営を強力に支援するものとして市場から非常に期待されてお
ります。しかしながら、パチンコホールが、パチンコ重視の経営への転換を迫られる一方で、金
融環境の厳しさから積極的な新規出店が抑えられることが予想されるため、新店件数の減少によ
る影響は避けられそうになく、連結および個別業績の予想を修正することといたしました。    
 
なお、今回の業績修正による配当予想の修正はございません。 

 
 

 （業績予想に関する注意事項） 
 業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後
様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 


